
‭2024年度 JOSHIBI アーティスト・イン・レジデンス（JOSHIBI AIR）‬

‭　女子美術大学 卒業生アーティスト募集要項｜スタジオプログラム‬

‭女子美術大学は、「芸術による女性の自立」、「女性の社会的地位の向上」、「専門の技術家・美術‬

‭教師の養成」を建学の精神とし、美術教育を行う学校として1900年に創立しました。以後120年以上の‬

‭歴史の中で、アート、デザイン、教育の分野で活躍する人材を輩出してきました。そして、現在、「グ‬

‭ローバルに活躍するための国際性を身につける教育の推進」を目標に掲げ、将来アーティスト、キュ‬

‭レーター、アートプロデューサーとして新たな創作活動・表現の場において活躍できるような経験・学‬

‭びの場が在学時代から重要であると考え、2022年度よりアーティスト・イン・レジデンスのパイロット‬

‭プ‬‭ロ‬‭グ‬‭ラ‬‭ム‬‭を‬‭実‬‭施‬‭し‬‭て‬‭い‬‭ま‬‭す。‬‭JOSHIBI‬ ‭AIR‬‭で‬‭は、‬‭女‬‭性‬‭アー‬‭ティ‬‭ス‬‭ト‬‭を‬‭対‬‭象‬‭に、‬‭滞‬‭在‬‭中‬‭の‬‭研‬‭究・‬‭表‬‭現‬‭活‬‭動‬

‭を支援するとともに、学内外との交流および滞在中の成果発表の場を設け、在学生の学びにつなげるプ‬

‭ログラムも合わせて展開し、女性アーティストの活躍の可能性を拡げ、在学生のキャリア形成と国際的‬

‭なネットワーキング促進に寄与する活動を目指しています。‬

‭　2024年度は、同時期に滞在する2名のアーティストを公募し、そのうち1名を本学の海外の学術交‬

‭流協定校から、もう1名（または1組）を卒業生を対象としたスタジオプログラムとして、ご自宅等から‬

‭通いながら制作活動をしていただく方を募集いたします。大学の環境を活用し、教員・学生との交流を‬

‭通した新たな研究・表現に積極的に取り組む方の応募をお待ちしています。‬

‭　‬

‭JOSHIBI AIRパイロットプログラム目的‬

‭1‬ ‭国内外アーティスト・研究者と本学教員・学生との交流による教育・研究の活性化。‬

‭2‬ ‭女子美の歴史や収蔵物、環境を新たな視点で眺め、女子美の価値を再構築する。‬

‭【スケジュール】‬

‭●‬ ‭招聘期間：2024年9⽉9日（月）〜12⽉6日（金） 90⽇間‬

‭●‬ ‭募集期間：2024年3⽉25日（月）〜4⽉26⽇（金） ※日本時間24時必着‬

‭●‬ ‭オンライン面談：2024年5月20日（月）～27日（月）の期間で実施‬

‭●‬ ‭招聘者発表：2024年5月30日（木)　‬

‭●‬ ‭オープンスタジオ開催期間（予定）：2024年11月28日（木）～12月4日（水）‬

‭【募集人員】‬

‭1名または1組‬
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‭【応募条件】‬

‭a）‬‭本学の卒業生で現在活動している女性アーティストであること。‬

‭b）‬‭アーティストとしての活動歴が概ね15年以内であること。‬

‭c）‬‭現代アートの文脈で活動しているアーティストであること。‬

‭d）‬‭プログラムの⽬的を理解し、定められた期間中に滞在・参加が可能であること。‬

‭e）‬‭自宅等から通いながら制作活動ができること。‬

‭f）‬ ‭日常会話程度の英語が理解できること。‬

‭a）‬‭招聘期間中に本学で授業、講演会、ワークショップ等を実施し、学生や地域との交流を積極的に⾏‬

‭えること。（内容は招聘決定後、協議の上決定します。）‬

‭g）‬‭制作の成果を上記のオープンスタジオ開催期間に展示等によって発表すること。また、その設営お‬

‭よび撤去までを責任を持って⾏うこと。（開催時期・場所は、招聘決定後、協議の上決定します。）‬

‭h）‬‭制作期間中の作品・活動を大学が写真やビデオで記録し、広報活動をすることに協力すること。‬

‭【支援内容】‬

‭●‬ ‭共用スタジオ（女子美術大学 相模原キャンパス内）‬

‭招聘期間中、本募集要項4ページに記載のスタジオを海外からのアーティストと共有利用してい‬

‭ただきます。‬

‭●‬ ‭制作費助成‬

‭制作補助費（調査費、材料費、展示設営費等含む）として100,000円を助成します。‬

‭●‬ ‭日当3,000円‬

‭●‬ ‭交通費支給‬

‭距離に応じて上限70,000円の範囲内で支給します。上限額を超える交通費はアーティストの負担‬

‭となります。‬

‭●‬ ‭利用可能施設‬

‭歴史資料室、女子美アートミュージアム、図書館‬

‭各研究室の工房利用については資料「FAQ」をご覧ください。‬

‭●‬ ‭サポートスタッフ‬

‭ディレクターおよびコーディネーターが、リサーチや制作に係る相談に応じます。‬
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‭【注意事項】‬

‭●‬ ‭スタジオの清掃は、アーティストご自身にお願いします。また、招聘期間中の制作活動の終了‬

‭後、スタジオを原状復帰の状態で大学に返却していただきます。‬

‭●‬ ‭制作補助費、日当、交通費助成は招聘期間の前半と後半の2回に分けて支払いを行います。‬

‭●‬ ‭制作および調査研究などに必要なものはご自身で用意してください。‬

‭●‬ ‭物品輸送に係る費用は自己負担となります。‬

‭●‬ ‭滞在制作終了後、アンケートを提出していただきます。‬

‭●‬ ‭活動記録集にご寄稿いただきます。‬

‭●‬ ‭複数名のグループによる応募も可能ですが、その場合、制作補助費、日当、交通費は全て1名分‬

‭の支給となります。‬

‭【応募⽅法】‬

‭以下の2点の書類を4月26日（金）日本時間24時必着でＥ-mailでお送りください。‬

‭1)‬ ‭応募フォーム‬

‭応募者情報、活動経歴、顔写真‬

‭アーティストステイトメント、滞在中の制作・リサーチ等の計画、‬‭学生や地域との交流のアイデ‬

‭ア‬‭各400文字以内‬

‭2)‬ ‭作品ポートフォリオ（PDF形式で20ページ以内、10MB以下）‬

‭応募の受付完了はE-mailで通知いたします。5日以内に通知がない場合には事務局までお知らせくださ‬

‭い。‬

‭※映像や⾳の作品の場合は、オンライン上で参照できるリンクを応募フォームの「Note」欄に記載して‬

‭ください。‬

‭※招聘が決定したアーティストの提出資料については、プログラムの事前広報・宣伝のため、主催者が‬

‭使⽤できるものを提出してください。‬

‭【応募・問合せ先】‬

‭女子美術大学 JOSHIBI AIR事務局‬

‭joshibi-air@onlineac.joshibi.jp‬

‭※メールの件名に「AIR応募」もしくは「AIR問合せ」と入力してください。‬
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‭【選考⽅法】‬

‭本学国際交流委員会において、提出された資料をもとに一次書類選考を行い、書類選考通過者にはオン‬

‭ライン面談を実施し、招聘アーティストを最終決定します。結果は5月30日（木）までにE-mailにてご連‬

‭絡いたします。‬

‭【所在地】‬

‭女子美術大学 相模原キャンパス‬

‭住所：神奈川県相模原市南区麻溝台1900‬

‭交通アクセス：小田急線　相模大野駅からバスで30分‬

‭共用スタジオ外観：‬

‭共用スタジオ平面図：‬‭　‬
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